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本国のアジエンダ

1□ 社会性の視座

行き
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ぎた資本主義によりもたらされた三つの弊害

行き過きた資本主義

これによつてもたらされたもの中●

①生態系の崩壊
(気候変動問題、新興感染症 等)

②格差の拡大、固定化、再生産
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米国IEおける格差の拡大
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社会「性の視座 ～from the social point of胡 ew～
(配布資料)

行き過きた資本主義

これによつてもたらされたもの中●

①生態系の崩壊 ②格差の拡大、固定化、再生産
(気候変動問題、 等 )

経団連 (2023年 4月 )
『サ斤 玉ナブ,レな資本主義に向けた好循環

の実現』(分厚い中間層提置)

『成長と分配の好循環」

社会'性の視座 ―from the social point of view′Ψ



本日のアジエンダ
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2 FUTURE DESICN 2040□

FUTURE DESICN 2040①

。 わが国は①少子高齢化・人口減少と②資源を持たない島国という2つの克服

すべき課題に直面

0この2つの課題を前提とした、わが国の経済社会の姿、いわば、わが国が避けて

は通れないパスウエイは、「科学技術立国」と「貿易・投資立国」。そして、その基

盤となるのが「公正・公平」で「持続可能」な社会。その実現には「成長と分配の

虫子循環」が欠かせない

。「成長と分配の好循環」の実現に必要な6つの施策を提案

1.全世代型社会保障、2.環境・エネ,レギー、3.地域経済社会、

4.イノベーションを通じた新たな価値創造、5,教育。研究、労働、

6.経済外交、そして、これらの基盤となるマクロ経済運営

経団連HP
▼



FUTURE DESICN 2040
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FUTURE DESIGN 2040③
〃
Poly cttsis〃 (複合危機)⇒ 〃Nested Cttsis″ (入れ子構造の危機)

by Markus Cabriel

ポリシーミツクス

【マンデル〓テインパーゲンの定理】
【テイン′ゞ―ゲンの定理】

N個の独立した政策目標を同時に
達成するためには、Nイ固以上の独立し

た政策手段が必要

【マンデルの定理】

政策手段は、それが最も効果を発揮
する政策課題に割り当てられるべき
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成長と分配の好循環

国内投資の拡大

「成長と分配の好循環」

個人消資の拡大 構造的な賃金引上げ

労働参加

マクロ経済政策
漕在成長力の強化/生産性の向上/需要創出

社会保障・税制
公正・公平で持続可能な制度/
将来不安の払拭

労働政策
円滑な労働移動/リスキリング/

働き方改革

世帯主年齢別の消費性向の推移 (2人以上勤労者世帯)

世帯主65歳以上

全世帯

世帯主34歳以下
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日本の人口構成の1零来推計
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50歳を基準とした日本の人口構成の将来推計
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出所 :経済産業省「健康経営の推進J(2022年 6月 )、 総務省「回勢調査J、 回立ネ1会保障・人日問題研究所「将来推計人口Jより作成

現行の社会保障制度は、
この時期に作られた
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社会保障給付賓と財政赤字
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成長と分配の好循

国内投資の拡大

「成長と分配の好循環」

個人消費の拡大 構造的な賃金引上げ

少子化対策
・労働参加

マクロ経済政策
潜在成長力の強化/生産性の向上/需要創出

社会保障・税制
公正・公平で持透亘能な制度/
将来不安の払拭

労働政策
円滑な労働移動/リスキリング/

働き方改革



GX提言 と政府の対応

【経団連GX提言 】

技術の社会実装、政策の日―ドマツプの
明示と司令塔の確立

エネ)レギー供給構造の転換

グリーンディール

原子力利用の積極推進

電化の推進・革新的技術開発

カーボンプライシング

攻めの経済外交戦略

産業構造の変化への対応

サステイナブルフアイナンス

【政府の対応 】

政府「GX実行会議」の設置 (2022年7月 )
※鱒 長を務める

▼

「GX実現に向けた基本方針」の閣議決定
(2022年 12月 GX実行会臓取りまとめ、2023年 2月閣議決定)

▼

「GX推進法」。「GX脱炭素電源法」の国会成立 (2023年 5月 )

▼

「GX推進戦略」の閣議決定 (2023年7月 )
※「α推進法」t協籠港「GX実I慰こ向けた黙本方針」を改定したもの。

▼

GX2040ビジョン、第 7次エネルギー基本計画、地球温暖化対策計画
の閣議決定(2025年 2月 )

▼

改正rGX推進法」の国会成立 (2025年 5月 )

原子力発電所の設備容量

iテiく

'I)

12030年 (46次エネ′レキー九ミ′ヽ たI pi) 2050年想定 (2o,1乞 RITEiЁ獅)
総7と電電力量 約9′ 300億kWh 総発電電力量 約 1.5りЬkWh

2030年 |
1 2050年 2096水準
約4,000万 kW(約40甚)

く再稼働に向けた審査状況>

〒奢黙科|
審査中 +未申請
18昼

(2026年 3月 時点 )

|

36基

3′ 3CC

新増設・リプレースがなければ
040年代から急滅

2050年

23墨

2030年 2050年
(4,)



′ψクエンドの課題への取り組み
使用済み核燃料を各原子力発電P~斤で貯蔵

貯蔵容量の約 8割を使用

⇔ :カレトニウム′しンスの確保

六ケ所村再処理施設核燃料サイクル

●MOX燃料を軽水炉で使用
C殉レサーマ

'レ

)

有害度低減10万年→8000年
沸態杏Mヒ 1/4

●将来的には高速炉
有害度低減 10万年→300年
減容化1/7

1潔Ⅲ溜 |゙

核融合炉の開発

北海道寿都町、神恵内村、佐賀玄海町、

東京都小笠原村で文献調査

最終処分の実現

2022年 9月
むつ小,II原開発地区 (育森県六ヶ所村)

使用済み核燃料の再処理関連

施設を視票

トロイダル磁場コイル
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坑道内視察
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研究力の強化①
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出所 :文部科学省科学技術。学術政策研究所「科学技術指標2024」
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日本 (126人 )

研究力の強化②

科研費 (科学研究買助成事業)拡充のイメージ

早期倍増

2′276億円 2,377億円

国立大学法人運営買交付金 拡充のイメージ

拡充

10′ 784億円
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高きの引上げ
膨プ校支援 (国際卓越研究大学等)の
迅速な審査。認定・支援の実施

裾野の拡大

科研資の早期倍増、基盤的経費 (運営費交付金等)や地域中核大学への支援拡充

2014 2024 2030 2040 14     2024     2030     2040



本日のアジエンダ

社会性の1乳
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混迷の時代
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国際社会の厳しい現実① (レアル・ポリテイーク)
トランフ歌権 National Security Strategy(2025/12)

IPeaCe thrOugh strength (力 IEよる平和)を明示
″
Strength b the best deterrent″ (力は最大の抑止力)

IWeStern Hemisphere(西半球)に対する考え

|  
″The Trump Corollary to the Monroe Doctrine(Donroe Dodtrine)″

|  ⇒ 西半球は、米国の「庭」 /西洋 (西側諸国)の軽視

国際社会の理想 国際社会の現実



国際社会の厳しい現実② (日本の置かれた立場 )

西 半 球 東 半 球

万 下

攣

日本は安全保障上の「構造的赤字国」

安全保障上の「構造的赤字国」

→・こうした状況に加えて‥・

地政学リスク (権威主義国に回まれている)

地震など自然災害 (四つのプレートの衝突部に立地 )

+し かも中●

「ル…ルIE基づく自由で開かれた国際秩序 (L10)」 が1崩壊
※ LIO:LiberaI Internationa1 0rder



LIOの再お青築 ″Pax Consortis″

。ルールに昼づく自由で開かれた国際秩序は、戦後日本の発展の礎

。同志国との連携の枠組み (例 :CPTPP)の拡大が必要
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国際情勢の変遷 (『歴史は、しばし1ぎ韻を踏む』)
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1自由主義 VS社会主義 歴史の終わり
⇒ 自由主義経済の推進 フランシス・フクヤマ
⇒ 新自由主義の登場 と~~~=ri

宇沢弘文 格差・気候変動・慰染症・破壊的技術・etc
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Liberalismの再興 (民主主義を通じた自己修正)

ポピュリズ|ム

独裁者
格差の問題

修正
(分配政策)

「成長と分配の好循環」

格差の是正 一―~~,ラア~~

√斎食だιノこ 礼節を知るノ

自由と秩序の回復

(Liberalismの再興)
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